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ナノテクノロジー・ネットワーク参画機関  研究機能一覧（平成１９～２３年度）
「北海道イノベーション創出ナノ加工・計測支援ネットワーク」
◎北海道大学
○千歳科学技術大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「ﾅﾉﾃｸ融合技術支援ｾﾝﾀｰによるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出支援事業」
◎東北大学
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成／極限環境

「ＮＩＭＳナノテクノロジー拠点」
◎物質・材料研究機構
○東洋大学
センター機能／ナノ計測・分析
／超微細加工／極限環境

「早稲田大学カスタムナノ造形・デバイス評価支援事業」

◎早稲田大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「超微細リソグラフィー・ナノ計測拠点」
◎東京大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「電子ビームによるナノ構造造形・観察支援」
◎東京工業大学
ナノ計測・分析／超微細加工

「九州地区ナノテクノロジー拠点ネットワーク」
◎九州大学
○九州シンクロトロン光研究センター、佐賀  
大学、北九州産業学術推進機構
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

「ナノプロセシング・パートナーシップ・プラットフォーム」
◎産業技術総合研究所
ナノ計測・分析／超微細加工

「放射光を利用したナノ構造・機能の計測・解析」
◎日本原子力研究開発機構
○物質・材料研究機構、立命館大学
ナノ計測・分析

◎：中核機関

○：連携機関

集束イオンビーム装置  等

電子線描画装置

930MHｚ高分解能NMR 等

超高圧電子顕微鏡  等

無冷媒ハイブリッドマグネット  等

精密メッキ装置  等

可変整形ﾋﾞｰﾑ電子線描画装置  等

電子ﾋﾞｰﾑ露光装置  等

「中部地区ナノテク総合支援」
◎自然科学研究機構分子科学研究所
○名古屋大学、名古屋工業大学、豊田工業大学
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

カーボンナノチューブ生成装置  等

「京都・先端ナノテク総合支援ネットワーク」
◎京都大学
○北陸先端科学技術大学院大学、奈良先端科学技術大学院大学
ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

極低温透過型電子顕微鏡  等

SPring-8のビームライン  等

「シリコンナノ加工と高品質真空利用技術に関する支援」
◎広島大学  ○山口大学
超微細加工

ｹﾐｶﾙﾌｨﾙﾀｰ設置ｸﾗｽ10ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ  等

「阪大複合機能ナノファウンダリ」
◎大阪大学  ナノ計測・分析／超微細加工／分子合成

超高圧電子顕微鏡（H-3000） 等
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ナノテクノロジー・ネットワークの目的

１．研究施設・設備の共用化によるナノ  
テクの新たな研究システム
・大学や独立行政法人の優れた研究施設・設備  
を共用化。
・大学等の研究ノウハウを活用して研究支援。

２．日本全国どこでもナノテクの研究が  
可能な環境
・大企業から中小企業まで、大学等研究機関に  
期待するところ大。
・分散型の研究環境が多様なナノテク研究の発  
展に寄与。

３．異分野融合(INTERACTIVE)の促進
・外部研究者との交流や産学の交流が異分野  
融合・産学融合を促進。
・共用化を契機とした人的なつながりが融合促  
進の切り札。

４．技術の複合(INTEGRATE)による  
研究成果の発信

超微細加工

物質合成

ナノ計測・評価

極限環境計測

創る創る

観る観る
測る測る

総合的かつ、迅速性のある支援によるイノ  
ベーションの創出  
総合的かつ、迅速性のある支援によるイノ  
ベーションの創出

無機、有機、金属、半導体、生体を含め  
た融合的な開発支援による先端融合技  
術の創出  

無機、有機、金属、半導体、生体を含め  
た融合的な開発支援による先端融合技  
術の創出

先端融合分野における人材の育成先端融合分野における人材の育成
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1) 平成19年度から5年間の予定で文部科学省がサポート
2) 全国のナノテク研究者にナノテクノロジーネットワーク拠点が有する先端設備を利用する  
研究の機会を広く提供する。

3) 施設・設備の共同利用を通じて、イノベーションに繋がる研究成果を発信する。
4) 全国の26の研究機関が13のナノテクノロジー拠点を構成し、高度な技術的支援と共同  
研究を行う。

5) 事業が対象とする領域は、「ナノ計測・分析」「超微細加工」「分子・物質合成」「極限環  
境」の４領域(「放射光」を独立させると５領域)である。

ナノテクノロジーネットワークプロジェクトの概要

超高圧透過型電子顕微鏡、高性能  
電子顕微鏡（ＳＴＥＭなど）、放射光、  
高性能Ｘ線回折・分光装置

電子線描画装置、エッチング装置、  
イオンビーム加工装置、スパッタ装  
置、超薄膜堆積装置（ＭＢＥ、ＭＯＣ  
ＶＤなど）

分子合成装置、高性能走査プロー  
ブ顕微鏡、共焦点レーザ顕微鏡、  
質量分析装置、分子設計用シミュ  
レーションシステム

強磁場施設、極低温施設、超  
高圧施設

3 μm
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ナノテクノロジー・ネットワーク（先端研究施設共用イノ  
ベーション創出事業(平成19年~23年）体制図

文部科学省

運営会議（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ  
ﾎﾞｰﾄﾞ）
1-2回/年

13拠点26機関 センター機能（NIMS国際ﾅﾉﾃｸﾉﾛ  
ｼﾞｰネットﾜｰｸ拠点運営室）

・総会（1回/年）
・成果報告会（１回/年）
・機能別会議
（計測、微細加工、分子合成、極限  
環境、放射光)
・拠点成果発表会(１回/年）
(北海道、関東、中部、京都、広島、  
九州等）

・全体とりまとめ、窓口機能
・アウトリーチ（ポータル、メルマガ、ナ  
ノウイーク出展、出版
・総合シンポジウム
・支援技術者研修
・国際ネットワーク
（NSFとの若手交流、NNINとの夏季学生相  
互研修、ナノコリアとの交流等）
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ナノネットのセンター機能事業
（NIMS国際ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰネットﾜｰｸ拠点運営室の主な活動）

・成果のとりまとめ、窓口機能
・アウトリーチ
ポータル、メルマガ、ナノウイーク出展、出版など
・総合シンポジウム
・支援技術者研修、人材育成
・国際ネットワーク
・セーフティネットについて
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ナノテクノロジー・ネットワーク利用実績取りまとめ
平成23年5月末日現在



7

ナノテクノロジー・ネットワーク成果公表実績取りまとめ

公表種別 H19 H20 H21 H22 計

原著論文 410 573 654 690 2,327 

プレス発表・解説記事 47 47 56 89 239 

口頭発表 1,040 1,382 1,547 1693 5,662 

特許出願件数 54 62 65 52 233 

(国内／外国） (49/5) (57/5) (60/5) (45/7) (211/22)
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１．ダイナミックマスクレスリソグラフィーによる3次元光重合体の作製
北海道大学／オプトメイト（株）

加工技術の向上や構造の多様化により、光リソグラフィにおける階調露光の重要性が増している。
そこで、DMDを用いた露光システムによる3次元マイクロ構造体作製技術、およびレーザー干渉露光を  
利用したナノ周期構造体作製技術を組み合わせて、ナノ‐マイクロ複合構造体を作製した。

２．ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞｴﾐｯﾀの瞬間実装  東京大学／大日本スクリーン製造（株）
ディスプレイやX線源用CNTフィールドエミッタアレイ作製においては真空ポンプやヒータを使用しない簡  
便なCNT実装技術が必要とされています。そこで、ガラス基板上に位置と形態を制御して、CNTを簡便に  
成長させる技術を開発しました。

３．単一分子検出マイクロ流路チップの開発  豊田工業大学／（株）ＥＳＰＩＮＥＸ
生化学分析用マイクロ流路チップの製造には、フォトリソグラフィーやエッチングなどの超微細加工技術  
の向上が不可欠とされています。そこで、マイクロ流路中心部において、最小流路幅2μm×流路深さ  
0.5μmの高精度な極微細加工を実現し、タンパク質相互作用の単一分子検出等定量的解析が可能と  
なった。これにより、新薬の開発や新治療法の確立への可能性が広がった。

５．マルチフェロイックス固体電子材料のナノ構造観察
物質・材料研究機構／JST-ERATO

らせんスピン構造をもつFe0.5 Co0.5 Siに、磁場をかけると渦巻状のスピン超構造（スカーミオン；  
Skyrmions）が生成することを、極低温ローレンツ電顕法で可視化することにより、世界で初めて成功し  
ました。スカーミオンは二次元的な周期性を有し、最密な六方晶構造であることが分かりました。

（実施機関）／（利用機関）

ナノテクノロジー・ネットワーク事業H21年度５大成果

Fe/Al2 O3

ライン状カ  
ソード電極  
の作製と触  
媒の担持

DMD、干渉  
露光を併用  
し、作製した  
マイクロレン  
ズアレイ

単一分子検出部の拡大画像

マイクロ流体デバイスのチャネルデザイン

50 nm50 nm

[100]
[010]

らせんスピン構造（左）とu渦巻スピン  
（スキルミオン）（右）の２次元磁化分布
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ナノテクポータルサイト  
「NanotechJapan」の充実  
- 13拠点26機関をネットワークし、情報を発信、  
ユーザのさらなる増加を図る。⇒アクセス数５千/月
- 国際ナノテクノロジーネットワーク拠点として、  
International版サイトのリニューアル・情報の発信  
を行う（H22.4より）。
-ナノ・ネット事業主催会議（JAPAN NANO等）の開  
催情報案内
- メールマガジン（日本語版；１万/英語版；３千）配信

H22  情報収集・発信
International版リニューアル

拠点ごとに特色、新着情報を紹介

各拠点へ直接コンタクト

クイックアクセス
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ナノ・ネット事業利用成果の公開
- NanotechJapanサイトのニュースとして利用成果を速報で公開  
- Webマガジン（NanotechJapan Bulletin）の企画特集「フォーカス26」として、  
参加26機関の顕著な成果事例を解説記事の形式で発信

H22  情報収集・発信

拠点新着情報
利用成果の公開

Webマガジン フォーカス26企画特集13拠点トピックス

Webマガジン企画特集記事グリーンナノ出版
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ナノウイーク事業（平成23年2月16～18日）まとめ

総合シンポジウム案内と講演の様子

総合シンポジウム（２月18日）  及びポスター発表  参加者数  約760名
ナノネット展示（２月16-18日）  ナノネット各拠点並びに５大トピックスを展示発表
nano  tech 展示会延べ参加人数  約46,500人

展示会風景

nano  tech 2011 
(総合シンポジウム同時開催)
日時: 2011年2月16日(水)～18日(金)
場所: 東京ビックサイト(東京国際展  
示場)

http://www.nanotechexpo.jp/

ポスター発表
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NSF-MEXT若手研究者交流（日米若手研究者の相互訪問）
テーマ  “Nanomanufacuturing”
日本側: Dr. Takahisa Ohno, NIMS, 米国側：Prof. John A. Rogers, Univ. of Illinois UC
日→米：米国拠点訪問(H22.10/3-10;  WS（シニア各５＋13拠点若手10名／米国10名）
米→日：日本拠点訪問(H22.12.6-10; NIMS，東大，京大，阪大）

UIUCでのWS
H22.10.4-5

米チーム阪大訪問  H22.12.10日本チームノースウェスタン大訪問  H22.12.10
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NNIN との学生交流 (4-9 weeks)
Japan →US  5 students,      US→Japan(NIMS) 5 students (2008)
Japan →US  3 students,      US→Japan(NIMS) 6 students (2009)
Japan →US  5 students,   US→Japan(NIMS) 9 students (2010)
Japan→US   5 students,      US(中止）→Japan(NIMS) 9 students (2011) 

H23年度米国研修先：Georgia Tech, U. Colorado, U. Michigan, U. Texas Austin 

ミネソタ大での日米学生研修の全体発表（H22.8.12-14)
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2010年度ナノネット支援従事者交流事業状況

参加者数：18名

・機能別内：6件

・機能別間：12件

研修機関：約1週間
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ナノテクノロジー・ネットワークによる東日本大震災の復旧支援

支援場所 支援概要

北海道地区 関東地区企業  微細加工3件

関東地区
損傷を受けなかった設備で、東北、関東地区の大学、研究機関、企業の微細加工・計測等  

支援  8件

中部地区
NMR強磁場施設利用者（関東地区大学）、研究所、企業の微細加工・ナノ計測など3件、  

支援検討段階2件

関西地区
東北地区大学、関東地区大学・研究機関・企業からの微細加工、計測評価等12件、PF放射  

光関係検討段階5件

中国地区 物質・材料研究機構の設備利用者および東北地区大学、関東地区企業からの微細加工3件

九州地区 関東地区大学（PF利用者）支援1件
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ナノネットにおける課題

1．ナノテク研究に必要な先端施設・設備が十分であったか

→  設備の更新、他の先端施設・設備の利用

3．分野融合、イノベーションが進んだか

→  コーディネート機能強化の必要性

3．設備利用の際のバリアの高さ（新規ユーザ、複数の拠点利用、ワン  
ストップサービス）  
→  コーディネート機能の充実、設備利用のしやすさの改善（技術指導、  
利用申し込み書の簡素化、利用までの時間の短縮、複数拠点施設利  
用のアドバイス、課金制度の統一など）

4. ユーザの固定化  →  新規ユーザの開拓のための方策

5．支援技術者の確保と育成  →  ネットワーク内での人材交流、キャ  
リアパス

6．ナノテク若手研究者、技術者の育成  →  施設を使った実地教育の  
充実（ライセンス賦与）
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他先端施設・設備施策との連携

1. ナノネット施設・設備利用の特色

・ナノテク研究に必要な先端共用施設・設備

・比較的ラボサイズから大型の強磁場NMR、放射光

・利用は単純機器利用、技術代行、共同研究の3つのタイプがあり、半数が単純機器利  
用

2. ナノネット施設・利用の抱える課題

・ナノテク共用インフラの優先度を考慮した中型の設備・機器が中心

・大型研究施設利用の必要性（例えばシミュレーション、中性子等（＊補足資料より））

3. ネットワーク型（相補的）、拠点型（集中）施設との連携方策

・互いの施設を知る  →  連絡会合等

・ユーザ視点での支援が重要  →  双方向の利用希望に対する窓口

・新規ユーザの拡大の視点  →  情報の流通（WEB等を通じての各施設の紹介、メルマ  
ガ配信、拡大シンポジウム開催等）
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次期施設共用ネットワーク調査からの知見

（＊補足資料参照）

1. 新たな機器利用

・ナノ材料設計、評価のためのシミュレーション技術

・ナノ構造解析ツールとしての中性子の利用

2．利用の際の要望

・広報活動の充実

・支援体制の充実

・利用しやすい課金制度
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次期施設共用ネットワーク意識調査の結果
対象：研究開発者等（JST ReaD, ナノテクイベント参加者、ナノテクビジネス協議会賛  
助会員、Nano-Techメーリングリスト、ナノネット利用者等）、約1万５千人
調査方法：インターネットリサーチ、調査期間：H23年6月15日~27日
回答者数：3356

1.5 3.2 29.4 22.2 16.4 9.7 2.1 6.0 5.8 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【Q.3】：あなたの現在の役職に最も近いものはどれですか。あてはまるものをお知らせください。(N=3356)

1.学長・理事長・学部長クラス 2.研究所長・研究科長クラス 3.教授 4.准教授

5.講師・助教 6.研究員・学生 7.役員所長クラス 8.研究グループ長クラス

9.研究員・社員クラス 10.その他

主な回答例  回答者の職業

＊補足資料
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回答者の研究分野

4.7 7.7 19.6 6.0 13.3 14.0 10.8 10.7 4.1 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【Q.4】：現在のあなたの研究分野に最も近いものはどれですか。あてはまるものをお知らせください。

(N=3356)

1.エレクトロニクス（Si系） 2.エレクトロニクス（Si系以外） 3.機能材料

4.構造材料 5.有機・高分子 6.バイオ

7.生体・医療 8.環境・エネルギー 9.食品・農業

10.その他



21
１

利用希望機  
器、装置等 10.5

12.6

26.0

13.1

6.7

3.6

19.5

31.3

23.7

44.9

27.4

24.3

13.5

29.5

27.5

25.4

11.8

3.7

3.1

18.3

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.半導体成膜装置 （MBE、MOCVD、ALDなど）

2.多目的成膜装置（レーザーアブレーション、多元スパッターな

ど）

3.微細加工装置（EB/フォトリソグラフィー/エッチングなど）

4.スクリーン印刷/ナノインプリント/インクジェット装置

5.分子合成装置（液相自動合成装置など）

6.超高圧合成装置（ダイヤモンドアンビル、ベルト型など）

7.磁気共鳴装置（NMR、ESR等）

8.バイオ用分析装置（イオン化TOF、LC/MS/MS、DNAシーケンサ、マ

イクロアレイ解析、リアルタイムPCR、分子間相互作用測定装置、…

9.一般分析装置（蛍光分光装置、円二色性、粒径分析装置、ゼータ

電位測定装置、ガスクロ、液体クロマトグラフ、など）

10.電子顕微鏡（TEM、STEM、HRTEM）

11.高性能走査型電子顕微鏡（SEM）

12.走査型プローブ顕微鏡（STM、AFM、SNOMなど）

13.特殊・高性能光学顕微鏡（共焦点レーザ、全反射蛍光など）

14.Ｘ線分析装置（X線回折装置、蛍光X線分析、角度分解XPS、AESな

ど）

15.組成・構造分析装置（可視/赤外分光装置、ラマン分光装置、３D

アトムプローブ、TOF-SIMS、メスバウアー、ICP, GD MSなど）

16.放射光利用装置（X線回折、XAFS、XPSなど）

17.中性子線装置（中性子回折、小角散乱、磁気散乱など）

18.その他ビーム利用解析（陽電子消滅、PET、RBSなど）

19.極限環境計測（強磁場/極低温物性測定、強磁場NMRなど）

20.各種シミュレーター（デバイスシミュレーター、第一原理、分子

動力学、FEMなど）

21.その他の機器・装置

【Q.11-S.3】：あなたが「機器利用支援」で利用してみたいと思う機器・装置をお知らせくださ

い。（最大５つまで）[MA](N=2511)
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機器利用に際しての要望など

52.7

37.1

18.4

40.4

42.9

17.3

14.2

24.5

14.3

12.3

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.サービスの周知・広報

2.最先端装置の充実

3.装置のバリエーションの充実

4.申し込み手続きの簡略化

5.利用料の値下げ

6.担当者の対応・コミュニケーション力の向上

7.担当者の専門性の向上

8.技術相談サービスの拡充

9.産学官に広く開かれたイメージの醸成

10.複数拠点・機関間連携の強化

11.その他

【Q.11-S.4】：あなたは「機器利用支援」の拡充に必要なことは何だと思いますか。あてはまる

ものをお知らせください。(N=2511)
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